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求む気鋭の衆議院事務局職員！
国民の代表である国会議員の最も身近にあって

公正不偏・誠実をモットーに 常に法規・先例を携えて
よろず相談にあずかりながら 時には毅然と意見具申

その身は全くの黒衣なれども
国権の最高機関を支える自負の念は誰にも引けを取らない

熱き思いは一途に議会制民主主義の発展のため

明日の時代の目撃者は君たちに他ならない！

　国会は内閣総理大臣を指名し、国の唯一の立法機関として国民生活に関わる
数々の法律を制定し、国政の重要課題について広範な審議を行う言論の府です。
議会制民主主義は多数決が原則ですが、しばしば「熟議の場」と言われるように、
審議を通じて如何に「最大多数の最大幸福」と「少数意見の尊重」のベストミックス
が図られるか、厳格な手続きの中で「説得と納得」が得られるか、結論に至るまでの
プロセスこそがとても大切なのです。

　国会で働く私たちには、国会議員の様々な活動を支える知識と覚悟があります。
衆議院職員はパンフレットに掲載のとおり、多種多様な業務を担っています。 
皆さん、是非こうした議会政治のダイナミズムに飛び込んで、活きた政治を見聞きし、 
立法府の中からこの国の舵取りの一翼をサポートしてみませんか？

衆議院事務総長
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